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研究成果の概要（和文）： 

鹿児島県内在住の小学校および中学校の生徒、6087 名(男子 3017 名、女子 3070 名、年齢 6

歳‐15 歳）とその保護者を対象として問題行動、睡眠障害、GERD 症状などに関する調査を行っ

た結果、問題行動群では GERD 症状、睡眠に関する障害がともに有意に多く認められ、朝食の欠

食、夕食時に家族がそろわない、夕食後の家族間の会話が短い、寝入るまでの時間、睡眠中の

歯ぎしり、食いしばりなどの特徴がみられ、問題行動と食習慣、睡眠中の歯ぎしり・食いしば

りなどの異常機能、GERD 症状の関与が示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）： 

We ivestigated the sleep disturbances, problem behavior, and symptoms of the 
gastroesophageal reflux of primary school children and junior high school children (total: 
6087, boys: 3017, girls: 3070, age: 6-15 years old). In the problem behavior group, the 
symptoms of GERD and sleep disturbances were significantly more observed. Also, 
skipping breakfast, taking supper with part of their family, and shorter conversation at or 
after the supper and bruxism and clenching during sleep were significantly more observed 
than in the normal behavior group. It was suggested that the problem behavior has 
associations with dietary habit, sleep bruxism and clenching, and GERD symptoms.  
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１．研究開始当初の背景 
欧米では小児の睡眠時無呼吸の危険因子

について、咽頭扁桃の肥大、狭い上顎、深い

口蓋、下顎の劣成長や交叉咬合などの不正咬

合の関与が指摘されている。また、成人の睡

眠時無呼吸症患者では無呼吸に起因した胸

腔内圧の低下によって胃食道酸逆流をしば

しば伴うことが指摘されており、申請者らは

胃食道酸逆流によって微小覚醒や睡眠時ブ

ラキシズムが惹起されることをすでに報告

している(Miyawaki et al., 2003)。 この点、

小児では下部食道括約筋の発達が悪いこと

から成人に比べて、より胃食道酸逆流を生じ

やすい環境であると推測されるが、患児自身

が訴えることが少ないことからその実態は

十分明らかでない。以上から、小児の睡眠障

害には、顎顔面形態を含めた咬合、胃食道酸

逆流、睡眠環境、社会経済的環境などの多数

の要因が関係し、小児の「キレる」などの問

題行動が惹起される可能性があるとの着想

に至った。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は、これまで我が国で十分に

解析されていなかった学童期の小児の睡眠

障害と問題行動との関連について、睡眠動態、

歯列・咬合、睡眠環境、社会経済的環境なら

びに胃食道酸逆流について調査を行い、これ

らの関係性について明らかにすることであ

る。同時に、歯列・咬合について、歯科矯正

学的視点から評価し、治療が必要な場合は治

療を勧告し、治療を行った場合はその治療効

果について明らかにする。顎口腔から上部消

化管にまでいたる形態的、機能的要因からの

視点をもとに、小児をとりまく睡眠障害と、

今日、社会的に大きく問題となっている問題

行動との関連性を明らかにする点に学術的

特色がある。 
 
３．研究の方法 
6-15歳の小学生および中学生を対象に次に

示す大規模疫学調査を行う。 

１.問題行動、睡眠障害と胃食道酸逆流に関

する大規模疫学調査  

問 題 行 動 の 内 容 ・ 程 度 に つ い て 、                     

PSC（Pediatric Symptom Checklist）を用

いて、小児の問題行動について評価する。 

小児の睡眠障害の内容・程度と睡眠環境に関

し、質問紙調査法で調査する。また、消化器

症状については Fスケール（Kusano et al., 

2004）を用いて胃食道酸逆流症の有無につい

て調査する。              

２．咬合・咀嚼機能の調査                 

咬合の診査・検査：顔面・口腔内写真、咬

合模型から咬合状態を精査する。検査結果か

ら、治療が必要と考えられる場合、該当する

事項について治療を勧告し、その結果につい

て、効果を比較、検討する。 

治療と指導                      

（１）睡眠時の生活環境および習慣に関する

指導：就寝時、睡眠中の生活環境や習慣に

関して、小児の睡眠を促すように保護者に

改善指導を行う。 

（２）顎顔面形態もしくは咬合に関する治療          

顎顔面形態・咬合に関する検査結果から、

矯正治療が必要と考えられる者には矯正治

療を行う。 

３．治療群と対照群の再検査                 

（１）睡眠時の食事環境および咀嚼習慣の改

善に関する指導効果の判定 

（２）咬合力、咬合接触面積、咀嚼能率、胃

食道酸逆流症状の変化                 

 

４．研究成果 

PSC（Pediatric Symptom Checklist）に基

づいて２群に分けた結果、内訳は NB（正常行

動）群 5303 名（87%）、PB（問題行動）群 783

名（13%）であった。2 群間の比較では、PB

群において有意に睡眠潜時（寝付くまでの時

間）が長く、睡眠時間は短く、胃食道逆流、

胃腸消化器症状を示す FSSG 値、GSRS 値双方

とも有意に高かった。NB 群に比べて、PB 群

では睡眠中の歯ぎしり、食いしばりが有意に

多く見られた。また、生活・食事環境につい

ては、PB 群では夕食時の父親不在、朝食の欠

食、夕食後の家族間の会話が 30 分以内であ

る頻度が NB 群より有意に高く、睡眠や生活・

食事環境に乱れがあることが示唆された。 

ロジスティック回帰分析（上表）を行なっ

た結果からは、問題行動の関連因子として、

睡眠潜時（寝入るまでの時間）、FSSG 値、GSRS

値、食いしばり、朝食の欠食、夕食後の会話

関連因子 Adjusted OR 95%CI p value
就寝時間 1.02 0.85-1.10 0.51
睡眠時間 1.01 0.77-1.10 0.19
睡眠潜時 1.02 1.00-1.19 <0.001
FSSG 値 1.20 1.14-1.24 <0.001
歯ぎしり 1.17 0.90-1.33 0.12
食いしばり 2.29 1.95-3.28 <0.001
夕食時の父親不在 1.09 0.98-1.13 0.32
母親の就労（常時） 1.02 0.82-1.30 0.75
朝食の欠食 1.95 1.77-2.05 <0.001
夕食後の家族間の会話（30分以下） 1.68 1.27-1.89 <0.05
深夜の夜食 0.94 0.65-1.37 0.74

問題行動関連因子のロジスティック回帰分析の結果

OR, Odds ratio; CI, 95% confidence interval, 調整：性別、学年



（30 分以内）が挙げられた。 

本調査結果から小中学生における問題行

動には、睡眠潜時の長さ、睡眠中の歯ぎし

り・食いしばり、食事環境としての夕食時の

父親不在、朝食の欠食、夕食後の家族間の会

話の短さ（30分以内）等の因子が影響してい

ることが示された。ストレスなどによる入眠

の乱れや睡眠中の歯ぎしり、食いしばりによ

る睡眠の質の低下、胃食道逆流による QOL の

低下、食習慣の悪化などが複合的に問題行動

に関連する可能性が示唆された。 

 一方、研究代表者および分担者が咀嚼機能

と歯列・咬合との関係を調べるため、歯列形

状を三次元解析し、咬合力との関係を調べた

ところ、咬合力の大きな者では、歯列の前後

湾曲、側方彎曲とも緩やかで、これまで不正

咬合の特徴とされていた急峻な彎曲は咀嚼

機能の不良の形態的表れであることが示唆

された。さらに矯正治療の対象者の咀嚼機能、

GERD 症状、上部消化器症状を調べた結果、下

顎前突患者では、GERD 症状が有意に多く、咬

合力は有意に弱く、咬合接触面積は有意に狭

く、咬合機能の低下と上部消化器症状が関連

することが示され、矯正治療適応症例に矯正

治療を行い、歯列および顔面形態がともに改

善されると、咬合力、咬合接触面積、咀嚼運

動経路など顎口腔機能が大幅に改善する可

能性が示唆された。 
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